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１ アドミッション・ポリシー 

⑴  使命と教育理念 

  広島県立広島叡智学園高等学校（以下「本校」と言います。）は、学びを通じて平和な

社会づくりを実現し続ける存在となることを目指し、社会の持続的な平和と発展に向け

世界中のどこにおいても地域や世界の「よりよい未来」を創造できるリーダーを育成す

ることを使命とし、平成 31 年４月に開校しました。 

このような使命のもとで本校が目指すのは、次の５つの資質・能力を有する人材の育

成です。 

ア 様々な場面で活用できる知識・技能の深い理解 

イ 新しい価値を生み出す創造的・批判的思考力 

ウ 異なる文化・価値観を持つ人々と協働する力 

エ 目標に向かってやり抜く力・自信 

オ 日本語でも英語でも議論・協働できる高い語学力 

   このような資質・能力の育成を図ることをねらいとして、大学などで行われている学

術や研究などへとつながっている国際バカロレア・中等教育プログラム及びディプロマ・

プログラムを導入した特色あるカリキュラムを展開しています。 

⑵  求める生徒像 

   本校は、このような教育理念に共感し、強い意欲を持って学ぼうとする志を有する生

徒を、日本だけではなく世界の各地から受け入れます。本校が入学時に求めているのは、

入学後の国際バカロレアの学びに十分対応できるよう５つの資質・能力の土台となる物

事を概念的に理解する能力を備え、英語で実施される授業を理解できる言語運用能力

(CEFR B2レベル以上)1 を有するとともに、創造的・批判的に思考しながら探究的な学習

を行うことに強い意欲を有する生徒です。そして、何よりも大切なのは、本校における

学びに対して興味や関心を持つことはもとより、異なる文化・価値観を持つ人々との生

活を通して人間的に成長しようとする姿勢と、将来は世界のリーダーとして平和で持続

可能な社会を実現したいという志を持っていることです。 

⑶  入学者選抜の基本方針 

令和６年度広島県立広島叡智学園高等学校入学者選抜は、「令和６年度広島県立併設型

中学校・高等学校入学者選抜の基本方針」及び「令和６年度広島県立広島叡智学園高等学

校入学者選抜実施要項」に基づき、本校における教育を受けるに足る意欲・適性等を判断

して実施します。 

 

２ 募集 

⑴  出願資格 

次のア又はイのいずれかに該当する者が出願できます。 

  ア 外国籍を有し、平成 19（2007）年４月２日〜平成 21（2009）年 12月 31 日に出生し

た者で、令和６（2024）年８月までに次のいずれかに該当する者が出願できます。 

(ア) 中学校を卒業した者又は卒業する見込みの者 

(イ) 学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 95 条各号のいずれかに該当
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する者又は該当する見込みの者 

学校教育法施行規則（抜粋） 

 

昭和２２年５月２３日 

文部省令第 １ １号 

 

（中学校卒業者と同等以上の学力があると認められる者） 

第９５条 学校教育法第５７条の規定により、高等学校入学に関し、中学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認められる者は、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。 

１ 外国において、学校教育における９年の課程を修了した者 

２ 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

３ 文部科学大臣の指定した者 

４ 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和４１年文部省令第３６

号）により、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

５ その他高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者 

イ 日本国籍を有し、平成 19（2007）年４月２日〜平成 21（2009）年４月１日に出生し

た者で、令和６（2024）年８月までに次のいずれかに該当し、かつ、原則として、海外

の学校での修学期間が５年以上ある者が出願できます。 

 (ア) 中学校を卒業した者又は卒業する見込みの者 

 (イ) 学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 95 条各号のいずれかに該当

する者又は該当する見込みの者 

出願資格の有無について、出願登録の前に本校に照会したい場合は、問合せ先（p.11）

に、(1)氏名、(2)生年月日、(3)国籍（国籍を複数有する場合は、その全てを記載）、(4)

海外の学校での修学期間（日本国籍の場合）を明記の上、令和５年７月 31 日（月）まで

に御連絡ください。 

なお、入学者選抜料納入後に出願資格を有していないと判断された場合も、入学者選

抜料の返還はできません。 

⑵  定員 

入学定員から、広島叡智学園中学校から本校への入学予定者及び海外等連携協定に基

づく入学者選抜に係る請書を提出した者の数を除いた人数とします。（入学定員は、原則

男子 30人、女子 30人とする。） 

 

３ 入学者選抜日程 

内   容 実施日・期間 

出 願 登 録 令和５年８月１日（火）〜令和５年９月７日（木） 
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内   容 実施日・期間 

出 願 書 類 等 受 付 令和５年８月１日（火）〜令和５年９月 21 日（木）正午 

第１次選抜の通過者発表 令和５年 10月２日（月） 

第２次選抜（面接） 令和５年 10月 15日（日）、10月 16日（月） 

合 格 者 発 表 令和５年 10月 24日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  上記の日時は日本標準時とします。 

 

４ 出願 

この要項において使用する様式については、広島県教育委員会が定める「令和６年度広

島県立広島叡智学園高等学校入学者選抜実施要項」における様式を示します。 

 ⑴  期間 

  ア 出願登録 

    令和５年８月１日（火）〜令和５年９月７日（木）に行ってください。 

  イ 出願書類等提出 

令和５年８月１日（火）〜令和５年９月 21 日（木）正午に行ってください。 

 ⑵  手続 

  ア 志願者 

  （ア）出願登録 

  志願者は、⑴アの期間にオンラインで出願登録を行います。なお、出願登録の方法

は、令和５年８月１日（火）に本校ホームページ（https://higa-s.jp/en/senior-

high/application-process/）で示します。 

 出願登録には、志願者本人の電子メールアドレス及び出身学校長等の電子メール

アドレスが必要です。また、本校から志願者及び出身学校長等への連絡は、原則電

子メールにより行いますので、必ず、次の【本校の電子メールアドレス】からの電

子メールが受信可能であることを確認してください。 

【本校の電子メールアドレス】 higa2022@higanet.higa.ed.jp 

 

  （イ）出願書類等提出 

出願書類等提出 

(受検者) 第
１
次
選
抜 

通
過
者
発
表 

第２次選抜 

(面接等) 

合
格
者
発
表 

出願 選抜 

出願書類等提出 

(出身学校長等) 

出
願
登
録 

９月７日 ９月 21 日正午 
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① 志願者は、次の①、②及び③の書類に必要事項を記入し、⑴イの期間内に本校校

長に提出します。 

なお、次の①、②及び③の書類並びにその添付書類は、オンライン出願システム

を通じて PDF 形式の電子データにより提出してください。郵便や持参による提出

は受け付けません。 

出願書類等 様 式 摘  要 

①志 望 理 由 書 様式第１号 

「将来の目標」、「貴校で学びた

いこと」及び「志望理由」につ

いて、各 100語以上、合計 600

語以内で記入してください。 

② 数 学 に 関 す る レ ポ ー ト 

様式第４号 

出身学校等での学習に係る成

果物（試験結果及び論文等）の

添付を求めますので、該当する

と想定される資料は保管して

おいてください。 

③こ れ ま で に履修し た 教科 

（数学を除く。）から選択した 

１ 教 科 に 関 す る レ ポ ー ト 

②  志願者は、入学者選抜料（2,200 円）を納入してください。納入の方法は、出願

登録が完了した志願者に対して別途通知します。なお、入学者選抜料の納入を⑴イ

の期間内に本校で確認できない場合、入学者選抜を受検できなくなりますので、必

ず期間内に納入を完了してください。 

イ 出身学校長等 

    出身学校長等は、次の④及び⑤の書類の発行又は押印及び必要事項の記入等を行い、

⑴イの期間内に本校校長に提出します。 

    なお、次の④及び⑤の書類並びにその添付書類は、オンライン出願システムを通じ

て PDF 形式の電子データにより出身学校長等が提出してください。郵便や持参による

提出は受け付けません。 

    オンライン出願システムへの電子データの提出方法については、志願者が出願時に

登録した出身学校長の電子メールアドレス先に通知されます。 

出願書類等 様 式 摘  要 

④成 績 証 明 書 (なし) 
各学校の様式により作成して

ください。 

⑤英語に関する語学力の証明書 様式第２号 

英語資格・検定試験の成績によ

り語学力を証明する場合は、英

語資格・検定試験の成績証明証

を添付してください。 

 ⑶  その他 

  ア 出願書類等の記載事項に事実と異なる、あるいは不正や虚偽が認められた場合は、

受検資格及び入学許可を取り消す場合があります。 

  イ 一度受理した出願書類等及び入学者選抜料は、いかなる場合にも返還しません。 
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  ウ 出願書類等は、原則パソコンのソフトウェア（Microsoft Word等）を使用して作成

してください。なお、作成する際のフォントサイズは 10ポイント以上とします。 

  エ 出願書類等は、すべて英語で作成してください。ただし、④成績証明書及び⑤英語

に関する語学力の証明書は、日本語での作成を認めます。英語又は日本語以外の言語

で記入された出願書類等（添付書類を含む）がある場合は、該当する箇所の英語訳を

記入した書類を別に作成し、海外連携機関、出身学校等の学校法人、公的機関等に原

本照合を依頼した上で原本照合を証する書類を徴取し、出願書類等と併せて提出して

ください。 

  オ 出願書類等は、すべて A4サイズの PDF 形式データにより提出してください。PDF 形

式以外のデータは受理しません。なお、内容が不鮮明な場合には、差し替えを指示す

る場合があります。 

  カ 出願書類等は、出願書類ごとに１つのファイルとなるようにしてください。また、

ファイル名はすべてアルファベットで「出願書類名_志願者氏名」としてください。 

   （例）叡智
え い ち

 学
まなぶ

が志望理由書を提出する場合: 「Essay_ManabuEichi」 

 

５ 選抜 

 ⑴  第１次選抜 

  ア 書類審査 

志願者全員に対して、書類審査を実施します。 

  イ 第１次選抜通過者の決定及び発表 

    本校校長は、出願書類等を総合的に判断して決定します。本校校長は、第１次選抜

の通過者に対して、令和５年 10月２日（月）午前 11 時以降に、オンライン出願シス

テムを通じて第１次選抜通過の通知を行います。なお、電話や電子メール等による個

別の照会には応じません。 

ウ 第２次選抜の受検の辞退 

第１次選抜の通過者で、第２次選抜の受検の辞退を希望する者は、第１次選抜通過

通知の際に本校が示す「第２次選抜受検に係る辞退届」に必要事項を記入して令和５

年 10月６日（金）正午までに、本校が別途指示する方法で PDF 形式の電子データによ

り提出してください。郵便や持参による提出は受け付けません。 

なお、期限までに「第２次選抜受検に係る辞退届」の提出がない場合は、第２次選抜

の受検の意思があるものとして取り扱うものとします。 

エ 繰上げの実施 

本校校長は、第１次選抜の通過者の発表後、辞退による欠員が生じた場合、辞退者 

数を超えない範囲で繰り上げて通過者を決定する場合があります。この場合、関係受

検者に対し、本件に関する連絡を電子メールで行い、第２次選抜の受検の意思を確認

します。第２次選抜の受検の意思を有する者は、速やかに本校が別に指示する所定の

手続を行ってください。 

 ⑵  第２次選抜 
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   第１次選抜の通過者を対象に、次により実施します。 

  ア 面接 

    出願書類に基づき、オンラインで個人面接を実施します。 

  イ 口頭試問 

    数学に関するレポートに基づき、オンラインで口頭試問を実施します。   

 ア及びイは、Zoom Video Communications, Inc.が提供する Zoom Cloud Meetings

（以下「Zoom」と言います。）を使用して実施します。第２次選抜実施期日前までに、

次の準備を行ってください。 

①  自宅や学校などで、静粛な環境（部屋）を準備してください。 

②  ビデオ通話が可能なパソコン及びヘッドホンを準備してください。なお、スマ

ートフォンやタブレット端末でも受検は可能ですが、インターネット回線の速度

が安定した有線 LANに接続されたパソコンを利用することを推奨します。 

③  Zoomのテストミーティングを実施し、マイク、スピーカー及びビデオの設定

を事前に確認することを推奨します。（テストミーティングページ: 

http://zoom.us/test） 

④  Zoomのアカウント表示名は受検番号としますので、アカウント名の設定方法

を確認してください。 

⑤  ア及びイの実施前に、受検者本人であることを証する書類として、パスポート

の提示を求めます。（日本人の場合で、パスポートを有していない者については、

顔写真入りのマイナンバーカード又はそれに準ずる書類の提示を求めます。）な

お、ア及びイの実施までにパスポートの準備ができない場合は、合格後にパスポ

ートの写しの提出を求めることとし、当該パスポートと面接等の記録を照合しま

す。 

  ウ 実施期日 

    令和５年 10月 15日（日）、10月 16日（月） 

  エ 検査時間割 

    面接及び口頭試問の実施期日及び時間は別途通知します。 

  オ 検査会場 

    Zoomを使用しオンラインで実施します。（本校に来校する必要はありません。） 

  カ 留意点 

   (ア) 受検者が第２次選抜を受検する環境（部屋）には、受検者本人以外の人が在室及

び入室することを認めません。また、いかなる手段であっても他者と連絡をとるこ

とは認めません。このような不正行為防止の観点から、バーチャル背景等の使用を

認めません。 

   (イ) ア及びイの実施中は、原則途中退室を認めません。本校の許可なく途中退室した

場合は、再入室を認めない場合があります。また、途中で接続が切断し、その後の

再入室が確認できないなどにより、ア及びイの実施継続が困難だと本校が判断した

場合は、当該受検者のア及びイの実施を延期又は中止する場合があります。この場
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合は、ア及びイの再実施の有無について本校で決定し、本校の電子メールアドレス

から受検者の電子メールアドレスに連絡します。なお、接続環境の不具合は、第２

次選抜における評価に影響しません。 

   (ウ) ア及びイの実施中は、Zoomを使用し本校と接続されたパソコン等以外の機器を使

用することは認めません。また、本校が指示した場合を除いて、当該パソコン等を

操作することも認めません。 

   (エ) 受検者によるア及びイの記録（録画・録音等）及び外部への公開は一切認めませ

ん。なお、公正な入学者選抜を実施するため、ア及びイの様子は本校が録画します。

録画したデータは、本校において厳重に管理し、本校の入学者選抜に関する業務の

みに使用します。 

   (オ) 第２次選抜期間中又は終了後に、これらの留意点に違反した事実が判明し、本校

が不正行為であると判断した場合は、合格及び入学許可を取り消します。 

   (カ) (ア)から(オ)に示すこれらの記載にかかわらず、本校からの指示があった場合に

は、その内容に従って受検してください。 

 

６ 合格者の決定 

本校校長は、５⑵で実施した面接及び口頭試問の結果等を総合的に判断して決定します。 

 

７ 合格者の発表等 

 ⑴  日時等 

   本校校長は、合格者に対して、令和５年 10月 24日（火）午前 11 時以降に、オンライ

ン出願システムを通じて合格の通知を行います。なお、電話や電子メール等による個別

の照会には応じません。 

 ⑵  発表後の手続 

ア 合格者は、本校への入学を確約する者は「請書」、入学を辞退する者は「辞退届」に

必要な事項を記入し、令和５年 11 月６日（月）正午までに、本校が別途指示する方法

で PDF 形式の電子データにより提出してください。郵便や持参による提出は受け付け

ません。 

なお、「請書」を提出した者は、本校への入学を辞退することはできません。また、

期限までに「請書」の提出がない場合は、入学の意思がないものとして取り扱うものと

します。 

イ 本校校長は、合格者の発表後、辞退による欠員が生じた場合、辞退者数を超えない 

範囲で繰り上げて合格者を決定する場合があります。この場合、関係受検者に対し、本

件に関する連絡を電子メールで行い、入学の意思を確認します。入学の意思を有する

受検者は、速やかに本校が別途指示する所定の手続を行ってください。 

ウ 「請書」を提出した者は、令和５年 11 月 25日（土）及び令和６年１月 27日（土）

に実施予定の入学予定者説明会に参加してください。なお、この説明会は Zoomにより

オンラインで実施します。参加方法等については、対象者に対して別途電子メールに

より通知します。 



 - 9 - 

８ 入学時期等 

令和６（2024）年３月までに出願資格に該当する場合には、４月入学とします。その後、

令和６（2024）年８月までに出願資格に該当する場合には、９月編入学とします。 

なお、いずれの場合も、本校の卒業見込時期は令和９年３月です。 

 

９ その他 

 ⑴  本校校長は、志願について虚偽の事実（学歴・成績証明書等）があることが確認され

たときは、入学許可後であっても、入学を取り消すことがあります。 

 ⑵  ４⑵ア(イ)及び４⑵イに示す様式については、広島県教育委員会ホームページ又は本

校ホームページからダウンロードして使用してください。 

 ⑶  この要項における日時は、すべて日本標準時です。 

 ⑷  出願登録等に当たって不都合や不明な点等がある場合には、問合せ先（p.11）に、氏

名及び生年月日を明記の上、御連絡ください。 

 ⑸  入学者選抜を通じて取得した個人情報（氏名、住所、生年月日、その他すべての情報）

は、入学者選抜、合格通知、入学手続、新入生の受入れに関する業務を行うために利用

します。   

 

参考 

1 Cambridge University Press & Assessment. “International Language Standards | 

Cambridge English.” www.cambridgeenglish.org, Cambridge University Press & 

Assessment, www.cambridgeenglish.org/exams-and-tests/cefr/. 
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【入学者選抜についての問合せ先】 

 

広島県立広島叡智学園高等学校 高等学校入学者選抜委員会 

電子メールアドレス: higa2022@higanet.higa.ed.jp 

 

 

ホームページで入学者選抜に係る情報を提供しています。 

広島県立広島叡智学園高等学校《Admissions》 

https://higa-s.jp/en/senior-high/application-process/ 

 

 


